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技術の特徴

伸びフランジ割れのCAE予測に必要な成形限界線を作成いたします。

伸びフランジ成形限界線の導出

Cat.No 3D2J-012-00-251128

● せん断端面の伸びフランジ変形部のひずみ勾配と最大主ひずみをパラメータとした限界線をご提供いたします。

● プレス成形CAEに適用することで、従来は予測できなかった伸びフランジ割れの高精度な予測が可能です。

対象材

鉄鋼材料  および  アルミニウム等の非鉄材料  の  薄板材

導出事例

● 対象： 自動車部品のプレス成形時に課題となる伸びフランジ割れ

B-Pillar Outer RF Suspension
Lower Arm

● 種々の工具形状と初期穴径による穴広げ試験を実施することで伸びフランジ成形限界線を取得
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＜穴広げ試験と試験結果例＞

＜伸びフランジ割れ限界線例＞ ＜割れ予測事例＞

プレス品：割れ

従来判定：予測不可

伸びフランジ限界線使用：予測OK
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